
MMLグリーン調達ガイドライン

株式会社宮古マランツ

第6版

2021年3月



はじめに

   株式会社宮古マランツは、地球環境保全を重視した企業活動が、日本のみならず
全世界的規模での重要課題と考えます。

　 株式会社宮古マランツで生産される各種製品は、お取引様から供給頂いている
材料・部品等により構成されております。
　 従いまして、お取引様のご協力なしには『MMLグリーン調達ガイドライン』に対応した
活動を進めることは不可能と考えます。

　 お取引先様には株式会社宮古マランツの『MMLグリーン調達ガイドライン』に基づく
活動へのご協力が必須となります。
当社の目指す持続的な地球環境の保全に向けた活動へのご理解と
『MMLグリーン調達ガイドライン』への積極的なご協力をお願い申し上げます。

株式会社宮古マランツ
環境管理委員会

2017年12月



1.目的
　　 株式会社宮古マランツは取引先様と共に『MMLグリーン調達』を推進し
　 環境負荷を低減していくことにより持続的な地球環境の保全に向けた
　 取り組みを推進します。

２.適用範囲
　　 株式会社宮古マランツが調達する下記の物品に適用します。

※　原材料　
※　部品（含む梱包材料）、半製品
※　副資材
※　完成品

３.グリーン調達の方針
　　 グリーン調達は『環境負荷の低減』であり『環境負荷の低減』を視点に
　 物品及び取引様を評価し、その取引様と共にグリーン調達を推進していきます。
　 したがいまして、株式会社宮古マランツは今後、品質（Ｑ）・コスト（Ｃ）・
　 納期（Ｄ）・＋環境（Ｅ）の観点から評価した調達を進めていきます。

４.グリーン調達プロセスフロー
　　 株式会社宮古マランツのグリーン調達は次のプロセスフローで進めます。

（株）宮古マランツ お取引先様

NG

OK

再評価

総合評価
Comprehensive evaluation

株式会社宮古マランツ

品質
Quality

コスト
Cost

納期
Delivery ＋

環境

Environ

グリーン調達方針の策定

グリーン調達ガイドラインの策定

グリーン調達の調査依頼と実施

グリーン調達評価
の実施

適合

環境改善活動の実施

グリーン調達調査の実施



５.本ガイドラインの趣旨

　　 宮古マランツでは、宮古マランツ環境方針を定め、全ての事業プロセス・全ての
　　 製品において、環境配慮に取り組んでいます。
　　 その一つの取り組みとして、ライフサイクルを通して環境負荷の低減に寄与する
　　 環境調和型製品・サービスの提供を推進致します。
　　 この為には、グリーン調達が欠かせません。
　　 本ガイドラインは、グリーン調達に関する宮古マランツの基本的な考え方である
　　 MMLグリーン調達基準を示し、合わせて、納入して頂く部品、材料、ユニット、
　　 製品、副資材等（以下、納入品）について、調達取引様にお願いする具体的内容に
　　 ついて示しています。
　　 宮古マランツでは、本ガイドラインに記載したグリーン調達基準に基づく調達活動
　　 を通して、調達取引先様と共に地球環境保全活動に取り組んで参ります。

６.宮古マランツのグリーン調達基準

　　 宮古マランツ、グリーン調達とは、積極的に環境保全を推進している調達取引先様
　　 から、環境負荷の小さい製品・部品・材料等を調達することと考えています。
　　 その為に、以下のようなグリーン調達基準を定め、宮古マランツのグリーン調達を
　　 推進しています。

６.１環境管理システム（EMS）の構築
　　 宮古マランツでは、環境経営推進の取り組みの一環として、環境管理システムを
　　 運用・構築し、ISO14001の認証取得を継続しています。又、調達に当たっては、
　　 EMS等の構築をはじめとする環境活動への積極的な取り組み実施されている調達先
　　 様を優先致します。

６.２調達品の含有科学物質の管理
　　 調達品の含有科学物質の管理は、JAMP（*1）における合意事項を重視し、JAMPが
　　 発行する｢製品含有科学物質管理ガイドライン｣に即した管理を実施致します。
　　 *1：JAMP（Joint　Article　Manegement　Promotion-consortium）は、アーティクル
　　 マネジメント推進協議会の略称であり、サプライチェーンにおける製品含有科学物質
　　 情報の円滑な開示・伝達の為の仕組み作りを推進する非営利団体で、2006年9月に
　　 発足致しました。活動の詳細は次のＵＲＬを参照ください。
　　 JAMP　URL：http：//WWW.jamp-info.com/

６.３宮古マランツ環境関連物質リスト
　　 宮古マランツでは、｢環境関連物質リスト｣を定め、以下の通り、
　　 ｢ランクＡ：禁止物質（群）｣と｢ランクＢ：管理物質（群）｣の２つのカテゴリーに
　　 分けて、調達品の含有科学物質を管理致します。

ランクＡ：禁止物質（群）

ランクＢ：管理物質（群）

　 尚、業界動向等の事情から、管理内容（物質群、管理レベル、閾値等）が異なる
　 場合があります。

区分 判断基準 該当物質（群）
宮古マランツにおいて、調達品（梱包材含
む）への含有を禁止する物質（群）。国内外
の法規制で製品（梱包材含む）への使用が禁
止又は制限されている物質（群）

別表１

使用実態を把握し、削減・代替化等の環境負
荷低減に努める、物質（群）、又はクローズ
ドシステムで回収・無害化を図り環境への影
響を抑制する物質（群）

別表２



６．４調達取引先様へのお願い事項
　　 宮古マランツでは、グリーン調達をする為に、ビジネスパートナーである
　　 調達取引先様に｢調達取引先様での環境保全の推進｣、｢環境負荷の小さい製品・
　　 部品・材料等の供給｣、｢調達品の環境品質確保の為の契約の締結｣並びに｢各種
　　 調査へのご協力｣をお願い致します。
　　 調達取引先様には、これらのお願い事項や調査の趣旨をご理解戴き、ご協力を
　　 賜りますよう、宜しくお願い致します。

６．５各種調査への協力
　　 化学物質管理体制・含有化学物質に関する調査は下記となります。
　　 ・環境保全活動調査票又は取引先調査表＿添付資料-1
　　 ・グリーン調達取引先評価リスト＿添付資料-2
　　 ・製品に含まれる環境関連物質に関する保証書＿添付資料-3

　　 <調査項目>
　　 ①環境関連物質使用/不使用宣言書による禁止物質の不含有の保証
　　 ②欧州REACH規則の認可対象候補となる高懸念物質（SVHC：*2）の含有有無及び
　　 　含有量調査（MSDSplus_AISフォーム：*3）、その他
　　 ③分析評価結果
　　 ④その他、上記お願い事項の確実化の為に必要な調査

　　 *2：高懸念物質（SVHC：substance　of　very　high　concern）とは、
　　 　　欧州REACH規則57条の基準に該当し、且つ第59条の手続きにより、認可対象
　　 　　候補物質として選定された物質です。

　　 *3：MSDSplus_AIS（Article　Information　Sheet）とは、
　　 　　JAMPが推奨する製品含有化学物質情報を伝達する為の基本的な情報伝達ｼｰﾄです。

     ➄紛争鉱物調達調査。
　　 　　CSRの観点から、人権侵害に加担する鉱物を使用しないに務めること。
　　　　　紛争鉱物は、紛争地帯で採掘され、戦闘を継続させるための資金源として

　　　　　資金源として販売される天然鉱物資源です。

　　　　　特にスズ、タングステン、タンタル、金などの紛争鉱物は3TGとも呼ばれ、

　　　　　紛争に関与する武装集団の資金源となっていることに加えて、児童の強制労働と

　　　　　いった人権侵害を引き起こしているといわれています。

     ⑥中国VOC調査。
　　　　　VOC規制国家標準　・・・・・　添付資料-4‗中国VOC規制調査シート

　　　　　中国国家標準化委員会は、2020年3月4日に、製品に含有されるVOCなどの

　　　　　有害物質の制限量に関する7件の国家強制標準（GB規格）を発行しました。

　　　　　いずれも2020年12月1日から適用が開始されます。

     ⑦TSCAの第6条(h)に基づく5種類のPBT物質調査・・添付資料-5‗米国TSCA調査シート
　　　　　米国の環境保護庁（EPA）は、2021年1月6日付けの連邦官報

　　　　　有害物質規制法（TSCA）の第6条の(h)項に基づいて、以下に示す5種類の難分解性、

　　　　　生体蓄積性および毒性（PBT）を有する化学物質（PBT物質）、当該物質を含有する製品

　　　　　（product）および成形品（article）の製造、加工および商業的流通を禁止および制限



７．用語の定義

  ・使用    :洗浄等の製造工程に使用し、製品や部品に化学物質を含有していない場合を言う。

　・含有　　：化学物質が製品を構成する部品や材料に含まれることを言います。

　・含有濃度：化学物質の濃度で、下記の計算式で算出します。
　　　　　　　含有濃度＝対象化学物質の含有質量　÷　対象化学物質を含有する部位の質量

　　　　　　　単位は[ppm](1ppmは百万分の一）または[wt%](1wt%は百分の一)

　　　　　　　等で表します。
　　　　　　　なお含有濃度を算出する際の「部位の質量」の考え方は、適用される法律により

　　　　　　　異なりますので、対象化学物質の閾値レベル欄または備考欄をご参照ください。

　・意図的添加：特定の特性、外観、品質をもたらすために製品や部品に故意に含有させること。

　・不純物 　 ：天然原料中に含まれ、工業材料として製造される過程で除去しきれない物質。

　　　　　　　　または材料、薬品の合成反応の過程で生じた副生成物および触媒残渣などを

                指します。

　　　　　　　　例）鉛フリーはんだ中の不純物の鉛

　　　　　　　　　　合成樹脂材料中の除去しきれないモノマー成分

　・均質材料　：機械的に異なる材料に分解できない材料。

　　　　　　　　例）電源ケーブルでは外部被覆と内部被覆、芯線がそれぞれが均質材料と

　　　　　　　　　　なります。また外部被覆に型式など印刷がある場合にはそのインクも

　　　　　　　　　　均質材料となります。

　・成形品　  ：製造中に与えられた特定の形状、外見またはデザインが、その化学組成の

　　　　　　　　果たす機能よりも、最終使用の機能を大きく決定づけているもの。

例）基板、コンデンサ、モータ、歯車、樹脂ケースなどが成形品となります。

　・CAS №　 ： 米国化学会のChemical Abstract Serviceが化学物質に付与した番号(化学物質の固有番号） 

　・IEC62474　　：IEC（国際電気標準化会議）で定められた含有化学物質開示手順に関する国際規格

　・Candidate List：REACH規則の認可候補物質であるSVHC(高懸念物質)掲載されているリスト

　・環境物質 ：調達品に含有される物質のうち、株式会社宮古マランツが決定した物質。

　・許容濃度 ：均質材料当たりの濃度をいう。（均質材料とは機械的に別々の材料に分離

　できない材料を意味する）

　・プラスチック ：合成高分子物質から形成されている材料あるいは素材をいう。

（合成高分子物質からできる繊維、フィルム、粘着テープ、成形製品、合成ゴム製品、

　植物原料プラスチッック、接着剤など、天然の樹脂が上記の合成高分子物質と合成ざれた場合）

　・化学物質 ：元素単体及び化合物であって、天然に存在し、または生産工場から得られるもの。

（例：酸化鉛、塩化ニッケル、ベンゼンなど）

　・調剤 ：２種類または、それ以上の化学物質が意図的に混合された製品。

（例：インク、使用前の半田、接着剤、合金など）

　・成形品 ：その化学物質が果たすよりも大きな程度にその最終使用の機能を決定付ける

　特定の形状、外見または、デザインが製造中に与えられた物体をいう。

（例：パソコンのキーボードやパソコン本体など、成形された物体をいう）



８.特定化学物質基準
　　 株式会社宮古マランツは環境負荷の高い化学物質が、購入部品や材料に含有
　　 するかの有無及びその量をデータベース化することにより、製品に含有する
　　 化学物質の把握をおこない、製品に使用しない活動を進めます。

[グリーン調達調査共通化協議会（JGPSSI）調査対象物質リスト　レベルAより]
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NO

意図的添加（適用については
76/769EEC指令を参照）

アスベスト類

一部のアゾ染料・顔料

物質群分類

NO.(PJGPSSI) 材料/化学物質群 閾値レベル

Ａ０７

Ａ０９

Ａ１０

六価クロム/六価クロム化合物

カドミウム/カドミウム化合物

意図的添加

　　７５ppmまたは意図的添加

Ｃ０１

Ｃ０２

Ａ０５

オゾン層破壊物質
（CFCs、HCFCs、HBFCs、四塩化炭素等）

クラスⅠ：意図的添加
クラスⅡ：HCFCs：1000ppm

ポリ臭化ビフェニール類（PBB類） １０００ppmまたは意図的添加

１０００ppmまたは意図的添加

鉛/鉛化合物

１０００ppmまたは意図的添加
３００ppm（塩化ﾋﾞﾆﾙｹｰﾌﾞﾙのみ）

水銀/水銀化合物 １０００ppmまたは意図的添加

ポリ塩化ナフタレン　　　　　（塩
素原子数が３以上） 意図的添加

放射性物質 意図的添加

ポリ臭化ビフェニルエーテル類
（PBDE類） １０００ppmまたは意図的添加

ポリ塩化ジフェニル類（PCB類） 意図的添加

酸化トリブチルスズ 意図的添加

アンチモン/アンチモン化合物 １０００ppm

一部の短鎖型塩化パラフィン
（JGPSSI：製品含有化学物質調査・回答

ﾏﾆｭｱﾙ別紙５参照） 意図的添加
トリブチルスズ(TBT)、
トリフェニルスズ（TPT) 意図的添加

ビスマス/ビスマス化合物 １０００ppm

臭素系難燃剤 １０００ppm

ヒ素/ヒ素化合物 １０００ppm

ベリリウム/ベリリウム化合物 １０００ppm

セレン/セレン化合物 １０００ppm
ポリ塩化ビニル(pvc)（開示は閾値を
超える量が『存在する』/『存在しない』

でよい）
１０００ppm

ニッケル（外部利用のみ） １０００ppm
一部のフタル酸エステル類
(JGPSSI：製品含有化学物質調査・
回答ﾏﾆｭｱﾙ別紙５参照） １０００ppm

Ａ０１

Ａ０２

Ａ０３

Ａ０４

Ｃ０４

Ｂ０２

Ｂ０３

Ｂ０５

Ｂ０８

Ａ１１

Ｃ０５

Ａ１３

Ｂ０７

Ｂ０６

Ｃ０６

Ｂ０９

Ａ１８

Ａ１７

宮古マランツへの納
入品において禁止す
る時期

宮古マランツへの納入品にお
いて禁止する含有濃度の閾値



８.特定化学物質基準
　　 別表－１続き

[グリーン調達調査共通化協議会（JGPSSI）調査対象物質リスト　レベルAより]

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

NO
物質群分類

材料/化学物質群 閾値レベルNO.(PJGPSSI)

Ｃ０１ アスベスト類 意図的添加

Ｃ０２ 一部のアゾ染料・顔料

意図的添加（適用については
76/769EEC指令を参照）

Ａ０５ カドミウム/カドミウム化合物 　　７５ppmまたは意図的添加

Ａ０７ 六価クロム/六価クロム化合物 １０００ppmまたは意図的添加

Ａ０９ 鉛/鉛化合物

１０００ppmまたは意図的添加
３００ppm（塩化ﾋﾞﾆﾙｹｰﾌﾞﾙのみ）

Ａ１０ 水銀/水銀化合物 １０００ppmまたは意図的添加

Ｃ０４

オゾン層破壊物質
（CFCs、HCFCs、HBFCs、四塩化炭素等）

クラスⅠ：意図的添加
クラスⅡ：HCFCs：1000ppm

Ｂ０２ ポリ臭化ビフェニール類（PBB類） １０００ppmまたは意図的添加

Ｂ０３

ポリ臭化ビフェニルエーテル類
（PBDE類） １０００ppmまたは意図的添加

Ｂ０５ ポリ塩化ジフェニル類（PCB類） 意図的添加

Ｂ０６

ポリ塩化ナフタレン　　　　　（塩
素原子数が３以上） 意図的添加

Ｃ０６ 放射性物質 意図的添加

Ｂ０９

一部の短鎖型塩化パラフィン
（JGPSSI：製品含有化学物質調査・回答

ﾏﾆｭｱﾙ別紙５参照） 意図的添加

Ａ１８

トリブチルスズ(TBT)、
トリフェニルスズ（TPT) 意図的添加

Ａ１７ 酸化トリブチルスズ 意図的添加

Ａ０１ アンチモン/アンチモン化合物 １０００ppm

Ａ０２ ヒ素/ヒ素化合物 １０００ppm

Ａ０３ ベリリウム/ベリリウム化合物 １０００ppm

Ａ０４ ビスマス/ビスマス化合物 １０００ppm

Ｂ０８ 臭素系難燃剤 １０００ppm

Ａ１１ ニッケル（外部利用のみ） １０００ppm

Ｂ０７

ポリ塩化ビニル(pvc)（開示は閾値を
超える量が『存在する』/『存在しない』

でよい）
１０００ppm

Ｃ０５

一部のフタル酸エステル類
(JGPSSI：製品含有化学物質調査・
回答ﾏﾆｭｱﾙ別紙５参照） １０００ppm

Ａ１３ セレン/セレン化合物 １０００ppm

宮古マランツへの納
入品において禁止す
る時期

宮古マランツへの納入品にお
いて禁止する含有濃度の閾値



８.特定化学物質基準
　　 別表－１続き
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意図的添加（適用については
76/769EEC指令を参照）

Ａ０５ カドミウム/カドミウム化合物 　　７５ppmまたは意図的添加

Ａ０７ 六価クロム/六価クロム化合物 １０００ppmまたは意図的添加

Ａ０９ 鉛/鉛化合物

１０００ppmまたは意図的添加
３００ppm（塩化ﾋﾞﾆﾙｹｰﾌﾞﾙのみ）

Ａ１０ 水銀/水銀化合物 １０００ppmまたは意図的添加

Ｃ０４

オゾン層破壊物質
（CFCs、HCFCs、HBFCs、四塩化炭素等）

クラスⅠ：意図的添加
クラスⅡ：HCFCs：1000ppm

Ｂ０２ ポリ臭化ビフェニール類（PBB類） １０００ppmまたは意図的添加

Ｂ０３

ポリ臭化ビフェニルエーテル類
（PBDE類） １０００ppmまたは意図的添加

Ｂ０５ ポリ塩化ジフェニル類（PCB類） 意図的添加

Ｂ０６

ポリ塩化ナフタレン　　　　　（塩
素原子数が３以上） 意図的添加

Ｃ０６ 放射性物質 意図的添加

Ｂ０９

一部の短鎖型塩化パラフィン
（JGPSSI：製品含有化学物質調査・回答
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Ａ０２ ヒ素/ヒ素化合物 １０００ppm
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Ａ０４ ビスマス/ビスマス化合物 １０００ppm

Ｂ０８ 臭素系難燃剤 １０００ppm

Ａ１１ ニッケル（外部利用のみ） １０００ppm
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超える量が『存在する』/『存在しない』
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一部のフタル酸エステル類
(JGPSSI：製品含有化学物質調査・
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宮古マランツへの納
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る時期

宮古マランツへの納入品にお
いて禁止する含有濃度の閾値
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Ａ０９ 鉛/鉛化合物

１０００ppmまたは意図的添加
３００ppm（塩化ﾋﾞﾆﾙｹｰﾌﾞﾙのみ）
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クラスⅠ：意図的添加
クラスⅡ：HCFCs：1000ppm
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Ｂ０３

ポリ臭化ビフェニルエーテル類
（PBDE類） １０００ppmまたは意図的添加
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Ａ１１ ニッケル（外部利用のみ） １０００ppm
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宮古マランツへの納
入品において禁止す
る時期

宮古マランツへの納入品にお
いて禁止する含有濃度の閾値



８.特定化学物質基準
　　 別表－１続き

｢意図的添加｣とは、特定の特性、外観、又は品質をもたらす為に納入品の形態時に化学物質を
故意にしようすることです。

*１禁止する含有濃度の閾値は、意図的添加がなく、且つ不純物としての各物質の含有率とう意味です。
算出する場合の分母は各均質材料とします。尚、金属化合物の最大許容濃度は、均質材料に対する
金属元素の質量比率とします。例えば、カドミウム及びその化合物の場合は、カドミウム元素濃度
とします。但し、欧州Rohs指令の適用除外が認められている使用可能用途（将来的に認められる使用
可能用途を含む）に限り、含有禁止の除外とします。

*２包装材の場合、包装を構成する 均質材料ごとに４物質（カドミウム及びその化合物、
六価クロム化合物、鉛及びその化合物、水銀及びその化合物）の総量として重量比で１００ppmを
含有濃度の閾値とします。尚、金属化合物の最大許容濃度は、均質材料に対する金属元素の
質量比率とします。例えば、カドミウム及びその化合物の場合は、カドミウム元素濃度とします。

*３禁止する含濃度の閾値は、意図的添加がなく、且つ不純物としての各物質の含有率という意味です。
算出する場合の分子は金属スズ（Sn）としての換算値、分母は各成型品あるいはその部品単位
（DBTのみ混合物も含む）とします。

*４欧州ＲＥＡＣＨ規則付属書Ⅶ記載の用途と物質群を対象とします。但し、適用除外と期限が
定められている使用可能用途に限り、含有禁止の除外とします。

*５禁止含有濃度の閾値は、意図的添加がなく、且つ不純物としての各物質の含有濃度という意味です。
算出する場合の分母は各均質材料とします。但し、欧州Ｒｏｈｓ指令で規制されていない、或いは、
適用除外が認められている使用可能用途（将来的に認められる使用可能用途を含む）に限り、
含有禁止の除外とします。



８.特定化学物質基準
　　 株式会社宮古マランツは環境負荷の高い化学物質が、購入部品や材料に含有
　　 するかの有無及びその量をデータベース化することにより、製品に含有する
　　 化学物質の把握をおこない、製品に使用しない活動を進めます。

[グリーン調達調査共通化協議会（JGPSSI）調査対象物質リスト　レベルAより]
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NO
物質群分類

材料/化学物質群 閾値レベルNO.(PJGPSSI)

Ｃ０１ アスベスト類 意図的添加

Ｃ０２ 一部のアゾ染料・顔料

意図的添加（適用については
76/769EEC指令を参照）

Ａ０５ カドミウム/カドミウム化合物 　　７５ppmまたは意図的添加

Ａ０７ 六価クロム/六価クロム化合物 １０００ppmまたは意図的添加

Ａ０９ 鉛/鉛化合物

１０００ppmまたは意図的添加
３００ppm（塩化ﾋﾞﾆﾙｹｰﾌﾞﾙのみ）

Ａ１０ 水銀/水銀化合物 １０００ppmまたは意図的添加

Ｃ０４

オゾン層破壊物質
（CFCs、HCFCs、HBFCs、四塩化炭素等）

クラスⅠ：意図的添加
クラスⅡ：HCFCs：1000ppm

Ｂ０２ ポリ臭化ビフェニール類（PBB類） １０００ppmまたは意図的添加

Ｂ０３

ポリ臭化ビフェニルエーテル類
（PBDE類） １０００ppmまたは意図的添加

Ｂ０５ ポリ塩化ジフェニル類（PCB類） 意図的添加

Ｂ０６

ポリ塩化ナフタレン　　　　　（塩
素原子数が３以上） 意図的添加

Ｃ０６ 放射性物質 意図的添加

Ｂ０９

一部の短鎖型塩化パラフィン
（JGPSSI：製品含有化学物質調査・回答

ﾏﾆｭｱﾙ別紙５参照） 意図的添加

Ａ１８

トリブチルスズ(TBT)、
トリフェニルスズ（TPT) 意図的添加

Ａ１７ 酸化トリブチルスズ 意図的添加

Ａ０１ アンチモン/アンチモン化合物 １０００ppm

Ａ０２ ヒ素/ヒ素化合物 １０００ppm

Ａ０３ ベリリウム/ベリリウム化合物 １０００ppm

Ａ０４ ビスマス/ビスマス化合物 １０００ppm

Ｂ０８ 臭素系難燃剤 １０００ppm

Ａ１１ ニッケル（外部利用のみ） １０００ppm

Ｃ０５

一部のフタル酸エステル類
(JGPSSI：製品含有化学物質調査・
回答ﾏﾆｭｱﾙ別紙５参照） １０００ppm

Ａ１３ セレン/セレン化合物 １０００ppm



９.環境関連法規制一覧

№

1 大気汚染防止法

2 水質汚濁防止法

3 騒音規制法

4 振動規制法

5 悪臭防止法

6 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

7 特定物質等の規制等によるオゾン層の保護に関する法律
8 特定工場における公害防止組織の整備に関する法律  
9 消防法               
10 高圧ガス保安法
11 毒物及び劇物取締法   
12 再生資源の利用促進に関する法律
13 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律
14 エネルギーの使用合理化に関する法律
15 労働安全衛生法（有機溶剤中毒予防規則）
16 労働安全衛生法（特定化学物質等障害予防規則）
17 地球温暖化対策の推進に関する法律
18 フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律
19 ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法
20 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律(ＰＲＴＲ法)

21 その他　（地方条例　等）

９.１該当法規制

　　 オゾン層保護法 ：オゾン層破壊物質の製造規制、排出抑制、使用の合理化を目的とし具体的な措置を

　定めた法律。特定フロン、ハロンなどは生産が禁止されHCFCなども順次禁止となる。

　　 温暖化防止法 ：地球温暖化を防止するために二酸化炭素、ＰＦＣなどの温室効果ガスの排出制御を

　目的とした法律。

　　 労働安全衛生法 ：労働者の安全と健康を確保し快適な職場環境の形成を目的とした法律。許可、

　製造禁止、製造表示対象化学物質などを定めている。

　　 化学物質審査規制法 ：人の健康を損なう恐れがある化学物質による環境の汚染を防止するための法律。

　新規化学物質の製造又は輸入に対際し、その化学物質の難分解性等の審査を

　行ない使用等について必要な規制をおこなう。

　　 特別化学物質障害 ：労働者の皮膚炎、神経障害等の健康障害を防止する為の労働安全衛生法の中で

　　 予防規則 　定めた規則。使用する物質の毒性の確認、関係施設の改善等の措置を行い、

　化学物質等に暴露される期間および程度を最小限にするように定めている。

　　 ＰＲＴＲ法 ：化学物質の自主的な管理の改善を促進し、環境の保全上の支障を未然に防止する

　ことを目的とする。特定の化学物質の環境への排出等の把握・報告並びに情報

　（MSDS)の提供について定められている。

　　 ＲＥＡＣＨ規則 ：化学物質の登録・評価・認可・制限を定めた規制。発ガン性、変異性など有害性が

　ある化学物質の販売や使用を制限したり、成形品においてはＳＶＨＣ（認可候補

　物質）が1000ppmを超えて含有している場合は情報伝達や届出が必要となる規則。

　　 ＲoＨＳ指令(RoHS2) ：電気・電子機器製品を対象とした特定有害物質の含有禁止を定めた指令。

　特定有害物質（鉛・水銀・カドミウム・６価クロム・PBB・PBDE）

　追加４物質（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾝ（DEHP）・ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾝ（BBP）

　　　　　　（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ（DBP）・ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｲｿﾌﾞﾁﾙ（DIBP）

　　 紛争鉱物調達調査 ：電気・電子機器製品を対象とした特定有害物質の含有禁止を定めた指令。

　　 中国VOC調査 ：電気・電子機器製品を対象とした特定有害物質の含有禁止を定めた指令。

   TSCAの第6条(h)に基づく :米国の環境保護庁（EPA）は、2021年1月6日付けの連邦官報で、有害物質規制法（TSCA）

        5種類のPBT物質 の第6条の(h)項に基づいて、以下に示す5種類の難分解性、生体蓄積性および毒性（PBT）を

有する化学物質（PBT物質）、当該物質を含有する製品（product）および成形品（article）

の製造、加工および商業的流通を禁止および制限



10.プラスチック材料名表示の明確化
　　 株式会社宮古マランツへの納入において、プラスチック材料２５ｇ以上の
　　 成形品は、以下のＪＩＳ規格に従った材料名の記号を表示し、２５ｇ以下
　　 の場合でも可能な限り表示してください。

※　JIS　K　6899（ISO1043-1）  『ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ-記号-第１部：基本重合体及びそれらの特性』

※　JIS　K　6899-2（ISO1043-2）『ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ-記号-第２部：充重鎮材及び強化材』

※　JIS　K　6999（ISO11469）   『ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ-ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品の識別と表示』

11.省資源・省エネルギーの推進
　　 株式会社宮古マランツへの納入品は、省資源・省エネルギーの志向の元で
　　 製造・流通・使用のできるような環境負荷の低減を推進にご協力ください。

※　使用時の消費電力を可能な限り低減し、待機時の消費電力を１Ｗ未満とする。

※　小型・軽量化を可能な限り図る。

※　希少資源の使用を可能な限り少なくする。

※　破棄になる材料を可能な限り少なくする。

12.再使用部品・再生素材利用の推進
　　 株式会社宮古マランツへの納入品は、地球環境への負荷低減のため、
　　 可能な限り再使用部品や再生素材の利用推進をお願いします。

13.リサイクル性の向上
　　 株式会社宮古マランツへの納入品は、リサイクルしやすい素材を使用し、
　　 素材ごとに分離・分解でき、原料としてリサイクル可能な設計・製造を
　　 お願いします。

14.調査シート
　　 別紙、調査シートの回答をベースに評価させて戴きます。
　　 回答及び提出方法については弊社担当部門より説明致します。

15.調査と評価
　　 グリーン調達の調査・評価は、新規取引時、適用法令に大きな変更が生じた場合
　　 及び特に指定させて頂いた取引先様に対して実施致します。
　　 尚、調査・評価につきましては、取引先様との売買契約に基づく守秘義務を順守
　　 致します。

16.見直し及び改訂
　　 グリーン調達ガイドラインは、国内外の行政及び民間からの環境に関わる指針や
　　 目標、そして社会情勢の動向を参考に見直し及び改訂を行います。



付則-1適用除外事項（RoHS適用除外事項に準ずる）

１．各ランプあたり5mgを越えないコンパクト蛍光灯内の水銀
２．一般用直管蛍光灯内の以下を越えない水銀ーハロリン酸塩ﾗﾝﾌﾟ内に10mg
　　通常の耐久性がある三ﾘﾝ酸塩ﾗﾝﾌﾟ内に5mgー長い耐久性がある三ﾘﾝ酸塩ﾗﾝﾌﾟ内に8mg
３．特定用途の直管蛍光灯内の水銀
４．1.2.3.で明確に言及されなかった他のﾗﾝﾌﾟ内の水銀
５．陰極線管、電子部品、及び蛍光管のガラス内の鉛
６．合金に含まれる鉛でその比重が鉄合金で最大0.35％、ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金で最大0.4％
　　銅合金では最大4.0％のもの
７．-1高融点半田内の鉛（重量比で鉛85％以上を含む鉛合金）
７．-2ｻｰﾊﾞｰ、ﾃﾞｰﾀｽﾄﾚｰｼﾞ、及びﾃﾞｰﾀｽﾄﾚｰｼﾞｱﾚｲｼｽﾃﾑ、通信ｼｽﾃﾑのﾈｯﾄﾜｰｸ管理、
　　ｽｲｯﾁﾝｸﾞ、信号処理、伝送などの機器内の半田に含まれる鉛
７．-3電子ｾﾗﾐｯｸ部品内の鉛（例：圧電素子）
８．一部の危険な物質や調剤販売と使用規制に関する指令76/769/EECを修正する指令
　　91/338/EECで禁止されている使用法を除く電気接点中のｶﾄﾞﾐｳﾑ（含み化合物）と
　　ｶﾄﾞﾐｳﾑﾒｯｷ
９．吸収式冷蔵庫の炭素鋼冷却ｼｽﾃﾑの耐蝕材として用いられる六価ｸﾛﾑ
10．鉛青銅製ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞｼｪﾙ/軸受けに含まれる鉛
11．ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝﾄﾋﾟﾝｸﾈｸﾀｼｽﾃﾑの鉛
12．熱伝導ﾓｼﾞｭｰﾙCﾘﾝｸﾞのｺｰﾃｨﾝｸﾞ材の鉛
13．光学ｶﾞﾗｽとﾌｨﾙﾀｰｶﾞﾗｽに含まれる鉛とｶﾄﾞﾐｳﾑ
14．ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｯｻｰのﾊﾟｯｹｰｼﾞとﾋﾟﾝを接続するための合金半田中の鉛で重比80以上
　　85未満の含有率となるもの
15．ＩＣの内部でﾌﾘｯﾌﾟﾁｯﾌﾟにﾀﾞｲとｷｬﾘｱの間を接続するための半田に含まれる鉛
16．酸化珪素でｺｰﾃｨﾝｸﾞされた管の線状白熱灯内の鉛
17．ﾌﾟﾛ用ﾘﾋﾟﾛｸﾞﾗﾌｨに使用する高強度放電(HID)ﾗﾝﾌﾟ内の放射物としてのﾊﾛｹﾞﾝ化鉛
18．SMS(Sr、Ba)2MgSi2O7：Pb)のような燐光体を含むｼﾞｱｿﾞ印刷ﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾌｨ、ﾘﾄｸﾞﾗﾌ
　　虫取器、光化学及び加工ﾌﾟﾛｾｽ用の特殊用途のﾗﾝﾌﾟとして使用する時と同様に
　　BSP(BaSi2O5：Pb)のような燐光体を含む日焼けﾗﾝﾌﾟとして使用する時の放電灯の
　　蛍光ﾊﾟｳﾀﾞｰ内の(目方で鉛が1％以下）活性剤としての鉛
19．超ｺﾝﾊﾟｸﾄ省ｴﾈﾙｷﾞｰﾗﾝﾌﾟ(ESL)内の主なｱﾏﾙｶﾞﾑとして特定の組成にPbBiSn-Hgや
　　PbInSn-Hgと共に含まれる鉛、及び補助ｱﾏﾙｶﾞﾑとしてPbSn-Hgと共に含まれる鉛
20．液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ(LCD)に使用されるﾌﾗｯﾄ蛍光灯の前後の基部を結合するのに使用
　　されるｶﾞﾗｽ内の酸化鉛
21．耐熱ｶﾞﾗｽ(ﾎｳｹｲ酸ｶﾞﾗｽ)用の印刷ｲﾝｸ鉛とｶﾄﾞﾐｳﾑ
22．光ﾌｧｲﾊﾞｰ通信ｼｽﾃﾑに用いられるRIG（希土類鉄ｶﾞｰﾈｯﾄﾌｪﾗｲﾄ）電磁回転子の
　　不純物としての鉛
23．0.65mm以下のﾋﾟｯﾁのNi-Feﾘｰﾄﾞﾌﾚｰﾑのｺﾈｸﾀｰ以外のﾌｧｲﾝﾋﾟｯﾁ部品の仕上げ
　　処理中の鉛、及び0.65mm以下のﾋﾟｯﾁのCuﾘｰﾄﾞﾌﾚｰﾑのｺﾈｸﾀｰ以外のﾌｧｲﾝﾋﾟｯﾁ部品の
　　仕上げ処理中の鉛
24．ｾﾗﾐｯｸ多層ｺﾝﾃﾞﾝｻに円形で平面的に配置された貫通穴が機械加工されたものに、
　　半田付けするための半田中の鉛
25．ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ(PDP)と表面伝導型電子放出素子ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ(SED)の構成部品に
　　使用される酸化鉛：多くは、ﾌﾟﾘﾝﾄ印刷されている前面及び後面ｶﾞﾗｽ誘導体層、
　　ﾊﾟｽ電極、ﾊﾟﾘｱｰﾘﾌﾞ、ｼｰﾙﾌﾘｯﾄ、ﾌﾘｯﾄﾘﾝｸﾞ内の酸化鉛
26．Black　Light　Bule(BLB)ﾗﾝﾌﾟのｶﾞﾗｽ筒中の酸化鉛
27．ﾊｲﾊﾟﾜｰｽﾋﾟｰｶｰ(数時間125db　SPL又はそれ以上の音圧で数時間の使用を想定して
　　設計されたもの）で使用される転換期の半田の中の鉛合金
28．無塗装金属板及びﾌｧｽﾅｰの腐食防止用途の六価ｸﾛﾑ防食剤、及び2002/96/EC指令の
　　ｶﾃｺﾞﾘｰ3の製品(IT及び通信設備)内の電磁気ｼｰﾙﾄﾞに含まれる六価ｸﾛﾑを2007年
　　7月1日まで除外を認める
29．指令69/493/EEC(注)の別表1(ｶﾃｺﾞﾘｰ1.2.3.及び4)で定義されたｸﾘｽﾀﾙｶﾞﾗｽの中の
　　鉛[(注)EU官報L29、1969年2月1日　P36、指令は加盟の2003年までに修正済み]



付則-2鉛フリー半田対応について

　(株）宮古マランツでは、鉛フリー対応半田付け条件として下記の標準に
基づき半田付けを行う。

　弊社の半田付け温度条件で加熱した部品が、納入仕様書に記載の電気的特性及び
機械的特性を満足できることの検証をお願い致します。

　部品の特性上、弊社の半田付け条件（温度設定）で問題が生じる場合は、保証
可能な温度領域及びその他必要とされる条件の提示をお願いします。

１，使用半田の組成
部品接合用にの標準半田は、原則として下記を使用致します。
リフローソルダリング：Ｓｎ－３Ａｇ－０．５Ｃｕ
フローソルダリング　：Ｓｎ－３Ａｇ－０．５Ｃｕ
手半田付け　　　　　：Ｓｎ－３Ａｇ－０．５Ｃｕ

２，半田付け条件

（３）手半田付け

コテ先温度：３７０℃±１０℃　　半田付け時間：１～３Sec

３，製品、半製品等、基板を組み立てされた状態で納入いただくお取引様においては、
　　接合部に使用される半田組成を通知願います。



6.5項_⑦追加

2021年3月15日 6版発行 6.5項_取引先調査表追加

9.1項紛争鉱物調査・中国VOC調査追加

購入物品調査表・使用・含有化学物質調査結果付則用紙追加

1項～16項文書見直し訂正

添付資料-1～3明確化

9.1項RoHS指令禁止4物質追加
添付資料-3_書式変更（製品に含まれる環境関連物質に関する保証書）

6.5項_➄⑥追加5版発行

2017年12月28日

2019年2月12日

2021年1月25日

2008年12月27日

版数

初版発行

2版発行

4版発行

3版発行

9.1項TSCAの第6条(h)に基づく有害物質調査追加

7.1項追加　該当法規制追加

変更内容

初版発行

2012年8月28日

変更履歴



貴社名

URL
本社名

URL

㈱宮古マランツとの主な取引商品

（１）貴社のISO14001認証取得状況について

（２）貴社の環境保全活動に関しての具体的活動　〔（１）がNOの場合は必ずご記入ください〕

株式会社宮古マランツ

環境データ（JGP、MSDS、ICP）を作成・提出できる

各データに関し保証ができる

LOT毎の環境データの提出は可能である
不可の場合は、どのようなタイミングで提出可能か？
例：一年毎、材料変更毎、製品改版毎　等

（３）貴社のグリーン調達推進状況について
項目

宮古マランツの要望に対応が出来る（環境調査、工場監査）

他社納入先のグリーン調達ガイドラインを遵守している

環境保全活動調査票

〒所在地

電話番号

備考YES　／　NO

備考YES　／　NO

〒

項目

□メーカー　　□商社　　□製造業
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

所在地

業態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

他社納入先より環境パートナーの認定を受けている

責任者氏名（部署・役職)

グリーン調達を実施している

取得日／審査日YES　／　NO
ISO14001認証取得済みである
ISO14001認証取得の計画がある

記入日

記入者氏名（部署・役職）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

項目
（４）環境データについて

グリーン調達に関したガイドラインがある
禁止含有物質に関したリストがある

Eメールアドレス



　調査年月日

　貴社名

　回答部署

　対象品目

５

４

３

２

１ Ver.1

取得時期 年 月

取得時期 年

取得時期 年 月

取得時期 年

認証名： 月

認証名： 月取得予定

No 自己評価点 MML評価点

１ 文書管理

２

３ 経営者・組織

４

５

６ 機密管理

７ 教育

８ OJT

９

１０
要求事項の明

確化

１１ 合否判定基準

１２ 変更管理

１３
製造のﾌｨｰｼﾞﾋﾞ
ﾘﾃｨ(製造の実
現可能性調査)

１４
顧客支給品の

管理

１５ 購買

１６

１７

１８

１９

２０ 納期管理

２１ 製造

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８
不適合品の管

理

２９

３０

３１

３２ トレーサビリ
ティ

３３

３４ 校正

３５

３６
緊急時の対応

計画

３７ データの分析

３８
是正処置
予防処置

３９

４０ 法令順守

点

0 E 管理ができていない

41 D 管理が不足している

作成 51 C ほぼ管理ができている

71 B 管理されている

86 A 良く管理されている

取　引　先  調  査  表 貴社承認 貴社作成
※ 仕入先が商社又は注文の経由のみの場合は、仕入先自らの
    責任で記入するか、当該製造元へ転送し記入して下さい。

※ご記入方法：青色のセルに関してご入力をお願い致します。

　 また、「自己評価欄」に下記５段階の採点基準にて自己評価した点数を入力し、コメント欄に詳細をご入力下さい。（対象外の項目については「Ｎ／Ａ」を選択）

　完全に適合     　  : 文書があり、完全に実施・運用している。

　大部分に適合      : 完全に実施・運用しているが文書がない。文書が有り、実施・運用されているが完全ではない。

取得状況　 該当に ｢○｣ 取得（予定）時期等

　一部適合　　　　 　: 実施・運用されているが注意を要する程度の欠点がある。文書は有るが実施・運用に不備(抜け)が目立つ。今後、実施・運用予定である。

　改善勧告　　　　   : 改善しないと将来不適合が発生する可能性のある事項。

　不適合　　　　 　 　: システムの欠落または機能していない欠陥。 不適合品の出荷の可能性を引き起こす事項。

認証名

　ＩＳＯ９００１又はＩＳＯ/ＴＳ１６９４９
　認証を取得している

　認証取得を計画している 月取得予定

　ＩＳＯ１４００１
　認証を取得している　　　　　 

　認証取得を計画している 月取得予定

 その他の認証取得
　認証を取得している 年

　認証取得を計画している 年

項目 該当する規定、文書、具体例、実施状況を記載 記録名、帳票名

手順書、規格書等は、最新版管理及び定期見直しが実施され、現状と合致しているか。

顧客の技術規格／仕様書及びその変更について、内容確認、配布、実施を確実にするプロセス
をもっているか。※顧客変更指示有事の対応。
不適合となった製品又はプロセスの情報が、是正処置に対する責任及び権限をもつ管理者に速
やかに報告されているか。

品質問題やシステムに関し、対策会議を行い、結果の反映を行っているか。

品質保証体系図及び製品毎のQC工程図があるか。また、各プロセスに関与する要員は明確に
なっているか。
情報管理体制、方法を明確にして運用し、情報漏洩の恐れが無いような管理を行っているか。（顧
客製品情報についての機密保持）
製品品質に影響する仕事に従事する要員に必要な力量は明確になっており、その必要な力量が
もてるよう教育・訓練を行っているか。

品質に影響する新規の業務又は変更された業務は、要員に業務上の教育・訓練を行っているか。

要員に不適合が顧客に与える影響について知らせているか。

貴社が弊社へ製品供給のｺﾐｯﾄﾒﾝﾄをする前に、弊社の要求事項(品質､環境､ｺｽﾄ､納期､ｻｰﾋﾞｽ)に
従って､製品を供給する能力を有することを評価しているか｡(事前評価)
合格基準は明確に定義され、顧客から要求があれば顧客によって承認されることとなっている
か。
製品実現に影響する変更（作業方法、材料、条件、装置等の変更）を管理し対応するプロセスが
あるか。また、あらゆる変更の影響を評価し、検証及び妥当性確認活動を行い、事前に弊社に連
契約内容確認のプロセスで、提案された製品の製造実現可能性を調査し、確認し、文書化してい
るか。（特に、リスク分析において、実現能力の評価、資源、又工程においては不具合の潜在性、
工程能力など）

顧客支給品の受入保管方法を定めているか。また、それは適切に守られているか。

購買先を管理する仕組みがあり、定期的に評価を実施し、改善指導を行っているか。

購買先（アウトソーシングを含む）へは、貴社の要求事項(品質､環境､コスト､納期､サービス、要員
など)に従って､製品(部品､材料等)を供給する能力を有することを評価しているか｡

アウトソースはあるか。ある場合アウトソースする工程は、明確になっているか。

製品に適用される購買製品又は材料は適用される法規制に適合しているか。

供給者を以下の指標等にて監視及び指導しているか。①納入された製品の品質②市場返品を含
む顧客が被った迷惑③納期実績④品質問題、納期問題に関連しての顧客からの警告や処置
納期を遵守するためのシステムがあり、納期遅延が予想される場合、事前に連絡を行い、納期遅
延が発生した場合、対策できる仕組みになっているか。

ＱＣ工程図は、作成されているか。

工程内の作業管理・装置管理・作業手順は文書化されているか。

製品の検査方法は明確になっているか。また、製品が弊社要求事項を満たしていることを実証す
るために必要な記録は明確になっているか。
製造の結果が、それ以降の監視又は測定で検証できない場合の、製造プロセスの妥当性確認を
実施しているか。

新設備、新技術、手順の適用時及び新品種の立ち上げに際し、認定のルールがあるか。

パーティクル、温度湿度、ＥＳＤなど、製品品質に影響を与える環境条件は規定した通りに管理
し、その記録は保管されているか。
製品の検証内容は項目として整理され、検査成績書又はチェックシート等に記入され、提出される
ルールとなっているか。また、この検査成績書等は承認されるルールとなっているか。

工程内不具合及び顧客クレームの処理フローが定められているか。

社内・外の、要求事項に適合しない製品（不適合製品）を処理する手順及び責任と権限は明確に
なっているか。
不適合製品（社内・外）に関する一連の活動（不適合内容、処置、ロットの特定、水平展開、特別
採用など）の結果は、全て記録および維持されているか。
不適合品は識別され、隔離されているか。また、特定できない、疑わしい製品は、不適合品として
分類しているか。
製品に使用されている素材、化学薬品、部品等について、ロットＮｏ．などのトレース範囲は明確
化されているか。
工程の作業来歴（ロット、作業日、着工数、完成数、不良数、不良内容等）の記録を保管し必要時
提供できるシステムになってるか。（トレース範囲の確実性）
監視及び測定に必要な計測機器はリストになっており、手順を定め、結果を記録するルールと
なっているか。また、国家標準へのトレーサビリティが証明できるか。
校正外れが発生した場合の処置と対応がルール化され（それまでに測定した結果の妥当性の評
価など）、記録を保管しているか。
ユーティリティの停止、労働力不足、主要設備の故障、品質不具合による市場回収などの場合に
備えて緊急時対応のプランは準備されているか。
統計的手法を用いて、製品要求事項への適合性、工程能力、プロセスと製品の特性及び傾向等
を分析しているか。また、この分析結果をどのように活用しているか。
１) 作業者に再発防止対策をどのように理解させているか。また、継続確認はどのように行なわれ
ているか。
不適合の未然防止に対する仕組みはあるか（想定リスク把握と改善：ＦＭＥＡの適用またはこれに
類する活動の有無）

経営上必要な法規、遵守方法が会社（工場）単位で明文化され、運用できているか。

ＭＭＬ記入欄 　評価点 　評価内容：

MML押印欄

承認



公司名

URL
本社名

URL

和我公司重要交易産品

（１）貴公司SO１４００１認証取得状況

（２）有関貴公司的環保具体的活動　　[（１）是NO的話⇒必須記入]

記入日

記入者姓名（部署・職位）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
責任者氏名（部署・役職)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
電話番号

E-MAIL

環境対応部門がある

有环保采购方针
有禁止含有物質的清单

実行环保采购

東信電気の要望に対応が出来る（環境調査、工場監査）

〒

項目

□厂家　　□商社　　□製造業
□其他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地址

業務

環 保 調 査 票

〒地址

遵守别的公司环保采购方针

有ISO１４００１認証
有計画取得ISO１４００１認証

YES　／　NO

備考YES　／　NO

備考

取得日／審査日YES　／　NO

（３）貴社の环保的采购推進状況
項目

得到别的公司环保合作伙伴認定

環境データ（JGP、MSDS、ICP）を作成・提出できる
項目

（４）環境データについて

能保证各種数据

LOT毎の環境データの提出は可能である
不可の場合は、どのようなタイミングで提出可能か？
例：一年毎、材料変更毎、製品改版毎　等



v1.2Ver3.0

年 月 日

＊総合評価(点数)：　A : 80以上(max 100) / B : 51 - 79 / C : 21 - 50 / D : 20以下[自動計算]

1.　環境マネジメントシステムの認証取得に関する評価項目

評　価 point

＊項目１の該当する評価欄にYを記入ください。

＊評価点　：　a : 40 / b: 5 / c: 2 / d: 0   (　a　の場合　<2　環境保全活動に関する評価項目>の初めの10項目が自動加算されます）

＊ａ以外にYを記載されたお取引先様は下記２．の環境保全活動に関する評価項目に進み評価をお願いいたします。

2.　環境保全活動に関する評価項目

評　価 point

企業理念・方針

組織/計画

運用管理（仕組み）

環境側面（影響評価）

①大気汚染

②水質汚染

③騒音・振動

④廃棄物処理

⑤納入品に含まれる環境負荷化学物質

⑥電気・ガス・燃料などのエネルギー

＊項目2の評価欄には下記基準に従い記入ください。

＊評価の基準：　Y＝充分実施されている　・　E＝一部実施されている　・　N＝実施されていない　・　－＝非該当　

3.　資材・完成品の環境負荷低減に関する評価項目

評　価 point

法律/条例への順守 WEEE/RoHS指令に基く活動を行っていますか。

QMS省令への適合 大気汚染防止に関する法規制対応の活動（日本においては自動車Nox・PM法）･水質汚濁防止法に基く活動を行っていますか。

（医療機器製品の場合） ※その他法令･条例に対して取り組みがある場合、備考欄に記載ください。　試験・校正サービス（計測機器校正）

特定化学物質含有の管理

（含有禁止物質）

（削減計画） 全廃・削減物質に関する削減計画がありますか。

省資源/省エネルギー

/再生資源の活用

リサイクル性

梱包資材の環境配慮度

＊項目3の評価欄には下記基準に従い記入ください。 2012年8月22日　2版：項目３　法令・条例記載内容変更

＊評価の基準：　Y＝充分実施されている　・　E＝一部実施されている　・　N＝実施されていない　・　－＝非該当　 2022年8月25日　3版：項目３　医療機器製品追加

＊"WEEE/RoHS指令に基く活動がない"　又は"法規制や条例に定められた使用禁止物質の含有がある"　については大幅な減点となります。

製品及びその梱包部材で、特定化学物質を使用する場合、弊社の「グリーン調達ガイドライン」に従っていますか。

環境管理のための組織・推進責任者が設定されていますか。

総合評価

認証取得状況

認証機関

　認証取得活動未定

認証番号認証取得日

認証番号

総合評価点数

認証機関

＊ISO14001など、第三者機関の認証を取得されていますか？

評価責任者名

a

b

FAX

Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

今後の認証取得活動計画　（有　/　無）

グリーン調達取引先評価リスト

会社名

所在地

納入品目名

TEL

取引先様記入欄

評価年月日 取引先コード

　弊社ガイドライン要求項目

法規制や顧客要求に関わる具体的な改善計画が策定される仕組みがありますか。

全従業員に対する環境教育や啓蒙活動を実施する仕組みがありますか。

c （　　　　　　　　　）認証取得活動中

d

（　　　　　　　　　）認証取得済み

承　認 担　当確　認

備　　考

認証機関

　ＩＳＯ１４００１　　認証取得済み

審査予定日

環境保全に対する企業理念あるいは方針がありますか。

企業理念あるいは方針は、継続的な改善及び汚染の予防を誓約していますか。

備　　考　弊社ガイドライン要求項目

認証取得日

企業理念あるいは方針には、環境に関する法規制の遵守を明記されていますか。

企業理念あるいは方針は、文書化し全従業員に周知され、さらに外部の人でも入手可能にされていますか。

環境保全のための目的・目標及び実行計画が策定されていますか。

備　　考

事故・災害時に環境負荷の拡大を防止する仕組みがありますか。

環境内部監査の仕組みがありますか。

下記の環境に影響を与える要因を評価する基準があり、評価結果を環境負荷低減活動に反映する仕組みがありますか。

製品及びその梱包部材で、法規制や条例に定められた使用禁止物質が含有されていませんか。

法規制や顧客要求事項が社内規定に展開されていますか。また、適時見直されていますか。

資材/部材に使用している梱包材についても、上記と同様に、省資源・リサイクル・減量及び

環境負荷化学物質の含有量削減などが実施されていますか。

小型・軽量化や長寿命・使用部材削減など、省資源・省エネルギー設計がなされていますか。

３R（ﾘﾃﾞｨｰｽ・ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ）等の省資源化・長期使用可・廃棄物削減・分解性を考慮した設計を行っていますか。



株式会社　宮古マランツ　宛

貴社名： 　　　社印

部署名：

責任者名： 印

株式社宮古マランツに直接及び第三者から納入される調達品・製品・部品について、
含有化学物質が使用禁止・規制閾値内であることを証明致します。

＊宮古マランツが定める含有化学物質使用禁止・規制閾については別紙添付資料参照

【対象製品・部品名称】

以上

作成　2019年　　　月　　　日　　

製品に含まれる環境関連物質に関する保証書



株式会社　宮古マランツ　宛

貴社名： 　　　社印

部署名：

責任者名： 印

株式社宮古マランツに直接及び第三者から納入される調達品・製品・部品について、
含有化学物質が使用禁止・規制閾値内であることを証明致します。

＊ＲｏHS２指令物質１０物質対象

【対象製品・部品名称】

以上

作成　2019年　　　月　　　日　　

製品に含まれる環境関連物質に関する保証書

対　象　物　質 閾値限界(重量比%)
0.01
0.1

　⑦フタル酸ビス(2-エチルヘキシル)    (DEHP)
　⑧フタル酸ブチルベンジル    (BBP)
　⑨フタル酸ジブチル    (DBP)
　⑩フタル酸ジイソブチル    (DIBP)

0.1
0.1

　①カドミウム及びその化合物
　②六価クロム化合物
　③鉛及びその化合物
　④水銀及びその化合物
　⑤ポリ臭化ビフェニル類    (PBB類)
　⑥ポリ臭化ジフェニルエーテル類    (PBDE類)

0.1
0.1
0.1
0.1
0.1
0.1



MMLｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ　付則用紙

対象品名： 型式・品番 重量（単位　g）：

Ｙｅｓ・Ｎｏどちらかに　○
【生産用等購入物品（製品・部品・梱包）】調査 該当しない　－

No

Ｙｅｓ Ｎｏ 備考

1 重金属の含有

2 塩ビ材の使用

3 省資源（梱包材料）

4 材料表示（梱包材料）

5 発泡材の低減

6-1 製品 使用禁止物質　※１

6-2 ・ 使用回避物質

7-1 部品 含有禁止物質

7-2 ・ 含有回避物質

7-3 梱包材 条件付含有禁止物質

8 材料表示（製品・部品）

9 遵法

10 省資源（梱包材料）

11 省エネ

12 廃棄

外装梱包、緩衝材（袋等）に塩化ビニールを使用しています
か？

過剰梱包や梱包材の低減を実施していますか？又は考慮して
いましか？（類似製品・部品の梱包と比較して低減している
か）

再生資源や再生部品の利用及び小型軽量化していますか？又
考慮していますか？（類似製品と比較して）

製品・部品に回避物質を含有していますか？（下記の表４参
照）回答がＹｅｓの場合は、含有物質を含有化学物質調査結
果に記入

製品・部品に条件付禁止物質を含有していますか？（下記の
表５参照）回答がＹｅｓの場合は、含有物質を含有化学物質
調査結果に記入

製品・部品に禁止物質を含有していますか？（下記の表３参
照）回答がＹｅｓの場合は、含有物質を含有化学物質調査結
果に記入

購入物品調査表

責任者名（役職）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

作成日：　　　　　　　　年　　　月　　　日

会社名：

梱包材

製品

質問事項項目

リサイクル法、省エネ法等の法規に適合していますか？

製品・部品の製造時に禁止物質を使用していますか？（下記
の表１参照）回答がＹｅｓの場合は、使用物質を使用化学物
質調査結果に記入

プラスチック系の製品・部品には材料表示をしていますか？
（25g以上の成形材が望ましい）

製品・部品の製造時に回避物質を使用していますか？（下記
の表２参照）回答がＹｅｓの場合は、使用物質を使用化学物
質調査結果に記入

発泡材の使用を抑え、代替化していますか？

梱包材にはカドミウム、６価クロム、水銀、鉛を含有してい
ますか？回答欄Ｙｅｓの場合は、含有化学物質調査結果用紙
に記入

プラスチック系の梱包材には材料表示をしていますか？

連絡先：　電話番号　　　　　　　　　　FAX_No

部署名：

回答欄

使用時及び待機時の消費電力を低減していますか？又は考慮
していますか？（類似製品と比較して）

分離・分解性が考慮され、適正処理が可能ですか？



表-1 表-２

表-３

表-４
表-４

表-５



表-５



Ver2

１．
調査依頼日： 顧客先名称：

依頼部署名： 依頼者名：

機種名称： 注文番号：

仕入先名称： 型番：

部品納期：           　製品納期： 入庫数量：  個　　　調査依頼数量： 個

資材受付日： 資材担当者：

品質管理受付日： 品質管理担当者：　　　/　品質管理承認者：

２．

調査依頼の種類＿①外観検査＿②Ｘ線検査＿③通電検査（当社に検査装置がある場合）＿④その他（下記に内容記載）

　※上記①～④対象項目、該当を丸で囲むこと。　下記表、非該当には斜線を記入すること。

その他、内容記載

３．

異常なし（〇） 異常有り（×） 備考

４．

トレーサビリティー管理の有無＿有り・なし
　※上記どちらか、該当を丸で囲むこと。

有りの場合、下記にシリアル番号、シリアル番号付与がない場合、ロット番号及び数量を記載すること。

MMLｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ　付則用紙

発行番号：MML-001

購入物品調査表(流通部品）
発行日：2022年1月31日

No 項目 検査結果

① 外観

キズ・著しい汚れ・カケ・打痕・バリ

極性位置・極性マーク大きさ・極性マーク溝の深さ

印字表示・文字の大きさ・印字の掠れ・印字の位置

部品の大きさ・厚さ

リード部品の場合、リードの形状・リードの幅/長さ・リードの位置

② Ｘ線

③ 通電 正規通電検査装置による検査（ICT・ﾌｧﾝｸｼｮﾝ・etc）

④ その他

在庫品（良品）写真 入庫品（依頼品）写真



MMLｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ　付則用紙

No 製品・部品・梱包材料名 型式 全廃 全廃 使用目的

計画 予定
有・無 年/月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

使用化学物質調査結果

責任者名（役職）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

作成日：　　　　　　　　年　　　月　　　日

会社名：

化学物質名

使用化学物質

禁止・回避

部署名：

連絡先：　電話番号　　　　　　　　　　FAX_No



MMLｸﾞﾘｰﾝ調達ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ　付則用紙

No 製品・部品・梱包材料名 型式 質量(g) 含有化学物質 含有濃度 ・意図的添加 全廃 全廃 含有部位・目的

(ppm) ・不純物 計画 予定
・除外事項 有無 年/月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

化学物質名

部署名：

連絡先：　電話番号　　　　　　　　　　FAX_No

含有化学物質調査結果

責任者名（役職）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

作成日：　　　　　　　　年　　　月　　　日

会社名：



付表－４ SGK-3.3-01-01  Rev.01

2012/ 8/27現在

登録日 禁止理由 最終測定日 解除日 解除理由

マッキー（黒） ＭＯ－１２０－ＭＣ－ＢＫ 2009/ 8/25 Crの含有 2009/ 8/20 ゼブラ
ﾏｯｷｰｹｱ極細 ＹＹＴＳ５－ＢＫ 2009/ 9/ 8 Crの含有 2009/ 8/21 ゼブラ
　つめ替えﾀｲﾌﾟ(黒)
マイネーム (黒) ＹＫ＃４９,ＹＫＴ＃４９ 2009/ 9/ 8 Crの含有 2009/ 8/27 サクラ
MONO TWIN (黒) ＭＣＢ－１１１ 2009/ 9/ 8 Crの含有 2009/ 8/27 TOMBOW
針ケース 胴色：緑のみ 2009/ 9/16 Crの含有 2009/ 9/ 8
ﾏｼﾞｯｸｲﾝｷ No.700 Ｍ７００－Ｔ１（極細・黒) 2009/ 9/18 Crの含有 2009/ 9/ 7 寺西化学工業
ﾏｯｷｰｹｱ極細(黒) ＹＭＳＣＲ１－ＢＫ 2009/11/ 3 Crの含有 ﾒｰｶｰ回答による ゼブラ
ﾏｯｷｰﾉｯｸ細字(黒) ＹＹＳＳ６－ＢＫ 2009/11/ 3 Crの含有 ﾒｰｶｰ回答による ゼブラ
YYTS5用ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ ２本入り 2009/11/ 3 Crの含有 ﾒｰｶｰ回答による ゼブラ
ﾏｼﾞｯｸｲﾝｷ No.701 Ｍ７００C－8（極細・黒のみ) 2009/11/ 3 Crの含有 環境経営推進部からの連絡 寺西化学工業
ﾍﾟｲﾝﾄﾏｰｶｰ(太字) PX30-15(赤),PX30-33(青),PX30-2(黄) 2009/11/ 3 Crの含有 環境経営推進部からの連絡 三菱鉛筆
ｱｰﾄﾗｲﾝ油性ﾏｰｶｰ Ｋ－５０，Ｋ－７０，ＫＲ－ＮＤ 2009/11/ 3 Crの含有 環境経営推進部からの連絡 シャチハタ
ｱｰﾄﾗｲﾝ潤芯 Ｋ－１７７，Ｋ－１９９，ＫＲ－ＮＤ 2009/11/ 3 Crの含有 環境経営推進部からの連絡 シャチハタ
ホワイト極細 Ｘ１００Ｗ－ＳＤ 2009/11/ 3 ﾌﾀﾙ酸の含有 大陽ｽﾃﾝﾚｽからの連絡 ペンテル
ホワイト中字 Ｘ１００Ｗ－ＭＤ 2009/11/ 3 ﾌﾀﾙ酸の含有 大陽ｽﾃﾝﾚｽからの連絡 ペンテル
ホワイト極太 Ｘ１００Ｗ－ＬＤ 2009/11/ 3 ﾌﾀﾙ酸の含有 大陽ｽﾃﾝﾚｽからの連絡 ペンテル
チップ抵抗 2009/11/17 2009/11/13 2009/11/21 6価ｸﾛﾑ含有無しB-510700 表面刺激電極

・RoHS除外品
ポリ袋(黄色) 0.05×50×90 2010/ 8/ 5 鉛の含有 2010/ 7/26 パルテごとう
高精度真鍮ﾋﾟﾝｾｯﾄ ＴＳＰ－８２ 2011/ 4/12 Cdの検出 2011/ 3/ 8 TRUSCO
シリカゲル １種Ａ形(混) 12.5Kg 2012/ 1/19 塩化ｺﾊﾞﾙﾄ含有ﾒｰｶｰ回答による 富士シリシア化学株式会社
芝生 2012/ 8/27 Pbの含有 2012/ 7/ 4

製品含有化学物質管理使用禁止一覧

品名 コード 備考



株式会社宮古マランツ　宛

中国VOC規制GB規格施行に伴う供給部品影響調査回答書

品目番号 型番 インク 塗料 接着剤 洗浄剤

例 × 〇 123P 45678 ABC Assy 〇 代替評価中、10月末完了予定 ABCメーカー「123456」/生産：中国

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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11

12

13
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15

16

17
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19

20

≪お取引先様ご記入欄≫
記入日／再提出
会社名
所在地
部署名
責任者氏名　　　
電話番号
Ｅメールアドレス

ご記入ありがとうございました。

＜対応状況＞

代替済/代替評価中/代替材捜索中、

＜具体的な対応内容＞

代替後の原材メーカー型番/
No.

中国国内で製造し、その生産工程にお

いて上記GB規格の対象となる材料を

中国国外で製造し、その生産工程にお

いて上記GB規格の対象となる材料を

＜中国VOC規制により部品供給に影響が出る部品＞ ＜VOC対象＞



2021/ 3/30現在

米国TSCAガイドライン一覧





TSCA(米国有害物質規制法)に基づくPBT含有調査回答シート 回答希望納期：

貴社名

ご回答者の所属部門名

ご回答日

１．含有部品または商品の有無(どちらかに✔)を記入ください。　無しの場合は終了、有りの場合は2へお進みください。

無し □
有り □

2.　含有する全ての部品/商品部番、部品/商品名、含有率、用途、代替化計画を記載願います。(代替化計画未定の場は対応時期見通しを記入）

PIP (3:1) リン酸トリス(イソプロピルフェニル)

用途 含有比率(小数点以下一位まで記入) 用途

ご回答ありがとうございました。

代替化計画部品/商品部番 FX部品名/製品名
PCTP ペンタクロロチオフェノール




